
 日本の学校給食は、明治２２年に山形県の私立忠愛小学校において始まったとされています。

忠愛小学校は、貧しい子どもにも教育の機会を与えようと、大督寺の本堂の一部を利用して開

校しました。そして、弁当を持参できない児童に、米や野菜、魚などを使って給食が提供されま

した。 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食だより  
 

 

 

 

令和７年１月 

草津市学校給食センター    電話 077-563-4380 

草津市第二学校給食センター  電話 077-568-5115 

 

１月２７日（月）～３１日（金）は、 

「学校給食週間」です！ 

・・・学校給食のはじまり・・・ 

・・・学校給食の歴史・・・ 

明治２２年 

 

 

 

 

 

【おにぎり・さけの塩焼き 

・つけもの】 

昭和２２年 

 

 

 

 

 

【みそ汁・脱脂粉乳】 

昭和２５年 

 

 

 

 

 

【コッペパン・マーガリン・脱脂粉乳・ 

コロッケ・キャベツ・スープ】 

昭和４０年 

 

 

 

 

 

【ソフトめん・カレー・牛乳 

・甘酢あえ・黄桃・チーズ】 

昭和５２年 

 

 

 

 

 

【カレーライス・牛乳・サラダ 

・バナナ・スープ】 

・・・現在の学校給食の役割・・・ 

 現在の学校給食は、子どもたちの食習慣の乱れ、偏った食事による 

肥満や生活習慣病の増加が心配されることから、食に関する正しい知識と 

望ましい食習慣を身につけるために、さまざまなことを学ぶ「生きた教材」 

としての役割を担っています。 

冬休み中も、「早寝・早起き・朝ごはん」で元気に毎日を過ごしましょう！！ 


